
〔学
界
動
向
〕

北
日
本
の
指
標
テ
フ
ラ

｢十
和
田

a｣
･
｢白
頭
山
｣

火
山
灰
を
め
ぐ
る
諸
研
究

小
口

雅
史

北
東
北
の
代
表
的
観
光
地
の

一
つ
'
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
中
心
で
あ
る
十

和
田
湖
は
'
大
規
模
な
陥
没
カ
ル
デ
ラ
の
好
例
と
し
て
著
名
で
あ
り
､
ま
ざ
れ
も
な

い

｢火
山
｣
で
あ
る
｡
完
新
世
に
少
な
く
と
も
五
枚
の
テ
フ
ラ
層
を
噴
出
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
｡
と
く
に
最
上
層
の
テ
フ
ラ

(十
和
田

a
)
が
､
歴
史
時
代
で
あ

る

一
〇
世
紀
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
｡
し
か
も
そ
の
十
和
田

a
の

噴
火
は
'
噴
火

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
五

･
七
と
推
定
さ
れ
'
日
本
の
過
去
二
〇
〇
〇
午

で
最
大
の
噴
火
で
あ
る
と
さ
れ
る
O
そ
の
降
下
テ
フ
ラ
は
給
源
か
ら
南
北
方
向
に
二

〇
〇
～
三

〇
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
分
布
域
を
も
ち
'
東
北
地
方

一
帯
を
覆
う
大
規
模
な
も

の
で
'
山
形

･
福
島

･
新
潟
県
境
の
飯
豊
山
で
見
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
十
和
田

a
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
｡

一
方
'

一
九
八

〇
年
代
に
な
る
と
'
十
和
田

a
の
す
ぐ
上
層
に
'
北
朝
鮮
-
中
国

国
境
に
存
在
す
る
白
頭
山

(中
国
名
は
長
白
山
)
の
テ
フ
ラ
が
存
在
す
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な

っ
て
き
た
｡
白
頭
山
も
こ
の
地
方
で
は
最
大
の
観
光
地
'
憧
憶
の
対
象
で

あ
る
聖
山
で
あ
り
､
や
は
り
頂
上
に
カ
ル
デ
ラ
と
し
て
の
天
池
を
湛
え
て
い
る
｡
こ

れ
ま
た

一
〇
世
紀
に
､
プ
リ

ニ
ア
ン
噴
火
や
火
砕
流
噴
火
を
お
こ
し
'
広
大
な
地
域

が
火
山
灰
の
裸
地
に
な

っ
た
歴
史
を
も

っ
て
い
る
｡
そ
の
テ
フ
ラ
は
は
る
ば
る

一
〇

〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
北
日
本
で
厚
さ
五
セ
ン
チ
も
堆
積
し
て
い
る
の
だ
か
ら
'
世
界
的

に
も
歴
史
時
代
有
数
の
大
噴
火
で
あ
り
'
噴
火

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
で
は
七

･
四
と
過

去
二
〇
〇
〇
年
で
は
世
界
最
大
級
の
も
の
で
あ
る
O

古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
'
そ
の
テ
フ
ラ
が
き
わ
め
て
短
い
時
間
に
広

い
地
域
に
堆
積
す
る
と
い
う
特
性
に
よ
り
'
人
類
遺
物
と
の
編
年
問
題
の
接
点
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
｡
と
く
に
東
北
地
方
を
広
く
お
お
う
十
和
田

a
テ
フ

ラ
は
'
こ
の
地
域
内
各
地
に
お
け
る
沖
積
層
'
あ
る
い
は
平
安
時
代
の
考
古
学
編
午

や
文
化
の
交
流

･
伝
播
を
論
じ
る
基
準
層
な
い
し
指
標
層

･
鍵
層

(考
古
学
や
地
質

学
'
土
壌
学
で
時
代
を
判
定
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
テ
フ
ラ
層
)
で
あ
り
'
ま
た
そ

の
直
後
に
大
陸
か
ら
飛
来
し
北
東
北
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
降
下
し
た
白
頭
山
テ
フ

ラ
と
あ
わ
せ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
降
下
の
絶
対
年
代
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
､
両
者
の
降

下
時
期
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
い
ま

っ
て
'
伝
存
す
る
文
献
史
料
の
少
な
い
こ

の
地
域
の
歴
史
的
解
明
に
資
す
る
と
こ
ろ
絶
大
で
あ
る
｡
た
だ
こ
の
問
題
は
､
き
わ

め
て
広
範
囲
の
学
問
諸
分
野
に
亙
る
作
業
だ
け
に
､
現
在
に
至
る
も
情
報
の
交
換
が

必
ず
し
も
正
確
な
い
し
十
分
で
は
な
い
面
が
あ
り
､
今
な
お
両
テ
フ
ラ
の
絶
対
年
代

解
明
の
た
め
に
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ー
ド
ル
が
残
さ
れ
て
い
る
｡

そ
こ
で
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
関
連
研
究
文
献
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
急
務
で
あ
る
0

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
'
表
の
形
に
ま
と
め
て
そ
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
O
な
お
具
体
的
な
研
究
史
の
整
理
と
私
自
身
の
見
解
に
つ
い
て
は
､
相
当
の

紙
数
を
要
す
る
の
で
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る

(『
笹
山
晴
生
先
生
古
稀
記

念
論
文
集

続
日
本
律
令
制
論
集
』
(仮
題

･
近
刊
)
掲
載
予
定
)｡
な
お
青
森
県
内

の
い
く
つ
か
の
文
献
の
収
集
に
際
し
て
は
'
松
山
力

･
山
口
義
仲
両
氏
の
ご
助
力
を

得
た
｡
末
尾
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
｡

(お
ぐ
ち

･
ま
さ
し

法
政
大
学
第

一
教
養
部
教
授
)
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十
和
田
a
･
白
頭
山
火
山
灰
関
係
研
究
文
献
目
録

執
筆
者

輪
文
名

掲
載
誌
等

巻
号

特
集

刊
行
年
月
出
版
社

備
考
分
類

1
原
田
豊
吉

十
和
田
湖
ノ
地
質
記
事

地
学
雑
誌

1-
l
l

18
89/
ll

I
2
関
東
野
人

陸
奥
の
八
甲
田
山

地
学
雑
誌

8
-8
5

1896/
0
1

Ⅱ

3
佐
藤
借
蔵

十
和
田
湖
は
鍋
状
火
口
に
あ
ら
ざ
る
か

地
質
学
雑
誌

10-
12
2

19
03/
l
l

I

4
吉
田
東
伍

貞
観
十
一
年
陸
奥
府
城
の
無
動
洪
溢

歴
史
地
理

8-
12

19
06/
12

V

5
佐
藤
博
戯

陸
奥
の
恐
山
l
同
(承
前
)

地
学
雑
誌

2
9-
34
7
1348

19
17/
11
112

Ⅱ

6
瀬
戸
圃
勝

白
頭
山
及
び
済
州
島
産
火
山
岩
の
化
学
成
分
(摘
要
)

地
質
学
雑
誌

36-4
29

192
9/
06

I

7
波
速
武
男

白
頭
火
山

火
山

2-
1

19
34/
10

I

8
今
村
明
恒

古
代
の
比
内
地
震
､
特
に
埋
没
家
屋
中
よ
り
発
見
せ
る
-
器
具
に

よ
り
て
推
定
せ
ら
る
該ゝ
地
農
の
年
代
に
就
て

帝
国
学
士
院
紀
事

2-2
19
4
3/
0
7

I

9
安
田
初
雄

東
北
日
本
の
火
山
性
泥
流
地
域
と
そ
の
開
発

地
理
学
評
論

24-
9

19
5
1/
09

Ⅱ

10
後
藤
守
一

附
録
(菩
提
野
の
竪
穴
跡
目
召
和
二
一
年
度
に
お
け
る
大
湯
遺
跡

の
調
査
)

『
大
湯
町
環
状
列
石
』
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
第
二

19
53/
09
吉
川
弘
文
館

I

l
l
藤
岡
一
男
l
佐
藤
久
地
学
よ
り
見
た
る
大
腸
町
環
状
列
石

『
大
湯
町
環
状
列
石
』
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
第
二

195
3/
0
9
吉
川
弘
文
館

I

12
山
田
忍

火
山
噴
出
物
の
堆
積
状
態
か
ら
見
た
沖
積
世
に
お
け
る
北
海
道
火

山
の
火
山
活
動
に
関
す
る
研
究

地
団
研
専
報

8
19
58/
0
9

Ⅲ

13
青
森
ロ
ー
ム
研
究
グ
ル

ー
プ
(大
池
昭
二
l
七

崎
修
l
松
山
カ
ー
松
山

洋
)

青
森
ロ
ー
ム
の
問
題
点

青
森
地
学

1
19
59/
12

I

14
田
町
以
信
男
F
花
田
禁
青
森
県
に
お
け
る
噴
出
源
を
異
に
す
る
各
火
山
性
農
耕
土
の
特
性

と
そ
の
分
布
(予
報
)
l
同
(第
1
報
)
津
軽
火
山
性
土
同
(第
2
報
)

酸
性
黒
色
腐
植
質
火
山
灰
表
層
土
壌
の
層
分
化
に
つ
い
て
l
同

(第
3
報
)
耕
地
ク
ロ
ボ
ク
分
化
層
の
土
色
同
第
報
耕
地
ク
ロ
ボ
ク

分
化
層
の
フ
ル
ボ
酸
組
成

弘
前
大
学
農
学
部
学
術
報
告

6
-
8

196
0/
0
3-

1962/
0
3

I

15
藤
原
健
蔵

米
代
川
流
域
の
河
岸
段
丘
と
十
和
田
火
山
噴
出
物
と
の
関
係
東
北
地
理

12-
2

19
60/
0
4

I

16
松
野
正

十
和
田
､
八
甲
田
火
山
噴
出
物

青
森
県
農
業
試
験
場
研
究
報
告

6
196
1/
0
3

内
題
は
｢
十
和

田
.
八
甲
田
系
火

山
噴
出
物
｣

I
17
磯
村
朝
次
郎

脇
本
飯
森
家
屋
埋
没
連
祉
調
査
概
報

秋
田
考
古
学

18
196
1/
0
6

I

18
安
保
彰

小
坂
町
出
土
の
続
縄
文
式
土
器
に
つ
い
て

秋
田
考
古
学

2
0

1962/
0
5

I

19
中
川
久
夫

東
北
地
方
第
四
紀
T
ep
h
ro
chr
on
o
lo
gy

第
四
紀
研
究

3-
1
.2

19
6
3/
0
9

I

20
奥
山
潤
l
安
保
彰
十
和
田
湖
南
都
(小
坂
鉱
山
)
の
弥
生
式
文
化
と
そ
の
後
続
形
態

(上
)
(下
)

考
古
学
雑
誌

4
9-
2
13

196
3/
11
112

I

2
1
大
池
昭
二

八
戸
浮
石
層
の
絶
対
年
代
に
つ
い
て

青
森
地
学

8
196
3/
12

研
究
短
報

I
22
大
池
昭
二

八
戸
浮
石
の
絶
対
年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の
14
C
年
代
Ⅲ
地
球
科
学

70
1964/
0
1

I

2
3
花
田
禁

青
森
県
に
お
け
る
噴
出
源
を
異
に
す
る
各
火
山
性
農
耕
土
の
特
性

と
そ
の
分
布
(第
5
報
)
ア
ロ
フ
ェ
ン
含
量
】
同
(第
6
報
)
土
壌
燐

酸
の
化
合
形
態
と
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て

弘
前
大
学
農
学
部
学
術
報
告

10
l‖

19
64/
0
3-

196
5/0
3

I

24
草
間
俊
一

竪
穴
住
居
地
の
年
代
と
そ
の
文
化
l
文
献
と
堀
野
遺
跡
.
天
台
寺

l
む
す
び

『
岩
手
県
福
岡
町
堀
野
遺
跡
』

196
5/
08

I



-ゆめ-

26
太
田
良
平

シ
ラ
ス
の
調
べ
方

地
質
ニ
ュ
ー
ス

140
19
66/
0
4

み
ん
な
の
地
質
嗣

査
⑩

ⅠⅤ
27
平
山
次
郎
l
市
川
架
-
1,0
00
年
前
の
シ
ラ
ス
淡
水
-
発
掘
さ
れ
た
十
和
田
湖
伝
鋭

地
質
ニ
ュ
ー
ス

140
19
66/
0
4

I
28
米
倉
仲
之

陸
中
北
部
沿
岸
地
域
の
地
形
発
達
史

地
理
学
評
姶

39-
5

19
66/
0
5

I
29
内
藤
博
夫

秋
田
県
米
代
川
流
域
の
第
四
紀
火
山
砕
屑
物
と
段
丘
地
形

地
理
学
評
姶

39-
7

1966′
0
7

I
30
渡
辺
直
径

縄
文
お
よ
び
弥
生
時
代
の
14
C
年
代

第
四
紀
研
究

5-
3
.4
沖
耕
層
特
集
号
1966/
12

ⅠⅤ

3
1
中
馬
教
允
l
高
橋
-
I

中
川
久
夫
l
大
池
昭
二

l
石
田
琢
二

秋
田
県
米
代
川
沿
い
の
火
山
灰
と
段
丘
に
関
す
る
二
.
三
の
問
題

点
第
四
紀
研
究

8-
2

1969/
0
4

19
69
年
度
総
会
研

究
発
表
要
旨

I

32
八
甲
田
湿
原
研
究
グ
ル

ー
プ
(
田
高
昭
二
l
三

宅
純
一
】
工
藤
恭
三
l

遠
藤
一
彦
l
工
藤
英
明

l
橋
本
清
)

青
森
県
八
甲
田
湿
原
泥
炭
層
の
年
代
に
つ
い
て

第
四
紀
研
究

8
-2

19
69/
0
4

196
9
年
度
総
会
研

究
発
表
要
旨

I

3
3
佐
藤
博
之

十
和
田
カ
ル
デ
ラ
東
方
に
お
け
る
浅
水
軽
石
流
堆
横
物
の
14
C
年

代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の
14
C
年
代
43

地
球
科
学

23-
3

1969/
0
5

短
報

I

34
東
北
地
方
第
四
紀
研
究

グ
ル
ー
プ
(石
田
琢
二

l
大
池
昭
二
い
ト
野
寺

信
吾
f
竹
内
貞
子
l
中

川
久
夫
l
L
崎
修
1
松

山
力
)

東
北
地
方
に
お
け
る
第
四
紀
海
水
準
変
化

地
団
研
専
報

15
日
本
の
第
四
系
-
第

四
紀
総
合
研
究
論
文

集
1969
/
0
7

I

3
5
松
井
健
l
高
橋
-
l
中

馬
教
允
l
足
利
圭
一
青
森
県
三
本
木
原
ふ
き
ん
の
現
世
火
山
灰
層
の
噴
出
年
代
-
日
本

の
第
四
紀
層
の
14
C
年
代
50

地
球
科
学

23-
6

196
9/
ll

Ⅰ

36
奈
良
修
介

秋
田
県
の
埋
没
家
屋

『
新
版
考
古
学
講
座
』

6
有
史
文
化
(上
)
遺
構

･
遺
跡

19
70
/
08
雄
山
閣
出
版
古
代
.
中
世
の
集

港
I

3
7
大
池
昭
二
l
高
橋
-
南
部
浮
石
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の
14
C
年
代
(6
2)
地
球
科
学

24-
6

19
70/
ll

I

38
大
池
昭
二
l
中
川
久
夫

l
松
山
力
l
七
崎
修
l

石
田
琢
二

十
和
田
火
山
東
麓
の
火
山
灰
と
段
丘

火
山
(第
2
集
)

15-
3

19
7
1/
0
2

許
演
要
旨

I

39
中
川
久
夫
l
生
出
慶
司

1
大
池
昭
二
l
松
山
力

I
七
崎
修
l
中
馬
教
允

l
高
橋
-
l
石
田
琢
二
十
和
田
火
山
噴
出
物
の
分
布
と
層
位

火
山
(第
2
集
)

15-3
197
1/
0
2

許
演
要
旨

I

40
水
野
篤
行
l
佐
藤
博
之

l
沢
村
孝
之
助

日
本
海
堆
横
物
コ
ア
に
つ
い
て
の
若
干
の
地
質
学
的
資
料

研
究
連
絡
誌
｢
日
本
海
｣

7
19
72/
0
3

I
4
1
中
川
久
夫

青
森
県
の
第
四
系

『
青
森
県
の
地
質
』

19
72/
0
3
青
森
県

I

42
中
川
久
夫
l
中
馬
教
允

ー
石
田
琢
二
l
松
山
力

l
L
崎
修
l
生
出
慶
司

l
大
池
昭
二
l
高
橋
-
十
和
田
火
山
発
達
史
概
要

『
岩
井
淳
一
教
授
記
念
論
文
集
』

197
2/
03
岩
井
淳
一
教
授

退
官
記
念
事
業

Ai
I

4
3
大
池
昭
二
l
松
山
力
八
戸
市
の
沖
積
層
か
ら
産
出
し
た
貝
殻
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第

四
紀
層
の
14
C
年
代
(7
4
)

地
球
科
学

26-
4

19
72/
0
7

I
44
大
池
昭
二

十
和
田
カ
ル
デ
ラ
活
火
山
説

八
戸
高
等
学
校
論
集

1
1972/
ll

I

4
5
新
井
房
夫

斜
方
輝
石
.
角
閃
石
の
屈
折
率
に
よ
る
テ
フ
ラ
の
同
定
-
テ
フ
ロ

ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
的
研
究

第
四
紀
研
究

ll-
4

19
72/
12

Ⅲ
46
大
池
昭
二

十
和
田
火
山
東
麓
に
お
け
る
完
新
世
テ
フ
ラ
の
編
牛

第
四
紀
研
究

ll-
4

19
72/
12

I
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4
8
大
池
昭
二
l
庄
子
貞
雄
十
和
田
b
降
下
火
山
灰
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の
14
C

年
代
(96
)

地
球
科
学

28
-
3

19
74/
0
5

I

4
9
庄
子
貞
雄
l
金
子
誠
二

l
増
井
淳
一

宮
城
県
古
川
市
付
近
の
泥
炭
層
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層

の
14C
年
代
(98
)

地
球
科
学

28-
3

19
74/
0
5

I

50
石
川
俊
夫
l
村
井
三
郎

l
徳
井
利
信

十
和
田
湖
.
八
甲
田
山
文
献
集
l
同
補
遺

十
和
田
科
学
博
物
館

l
t2

19
74/
0
5
【

1976/
09

I

5
1
大
池
昭
二

十
和
田
火
山
は
生
き
て
い
る
-
ま
ぼ
ろ
し
の
有
史
時
代
噴
火
を
追

っ
て

国
土
と
教
育

5-2
み
ち
の
く
の
自
然
と

ひ
と

19
74/0
7

郷
土
の
風
土
記
I

52
庄
子
貞
雄
l
安
藤
豊
l

増
井
淳
一

秋
田
県
平
鹿
郡
十
文
字
町
付
近
の
火
山
灰
土
壌
の
14
C
年
代
-
日

本
の
第
四
紀
層
の
14
C
年
代
(10
5
)

地
球
科
学

29-
1

19
75/
0
1

Ⅱ

53
米
地
文
夫
l
西
谷
克
彦
月
山
.
葉
山
.
肘
折
の
14C
年
代
測
定
値

『
出
羽
三
山
(月
山
.
羽
黒
山
.
港

殿
山
)
.
葉
山
総
合
学
術
調
査
報

告
』
山
形
県
総
合
学
術
調
査
会
編

19
75/
10
山
形
県
総
合
学

術
祈
査
会

I
54
町
田
洋
l
新
井
房
夫
広
域
に
分
布
す
る
火
山
灰
-
始
良
Tn
火
山
灰
の
発
見
と
そ
の
意
義
科
学

46
-6

1976/0
6

Ⅲ
55
大
池
昭
二

十
和
田
湖
の
湖
底
谷
-
水
底
の
謎
を
探
る

十
和
田
科
学
博
物
館

2
19
76/
09

I

56
遠
藤
邦
彦
t
辻
誠
一
郎
青
森
県
西
津
軽
郡
出
来
島
海
岸
の
第
四
系

日
本
大
学
文
理
学
部
自
然
科
学
研
究

所
研
究
紀
要
(応
用
地
学
)

12
19
7
7/
0
3

I

5
7
西
田
史
朗
ー
松
岡
数
充
完
新
世
奈
良
盆
地
の
自
然
史
-
そ
の
1
-

古
文
化
財
教
育
研
究
報
告

6
19
77/
0
3
奈
良
教
育
大
古

文
化
財
教
育
研

Ⅲ

58
大
池
昭
二
l
庄
子
貞
雄
八
戸
浮
石
屑
直
下
の
埋
没
土
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の

14
C
年
代
(116
)

地
球
科
学

3
1-
2

19
77
/0
3

I

59
新
井
房
夫
J
町
田
洋
J

杉
原
重
夫

南
関
東
に
お
け
る
後
期
更
新
世
の
示
標
テ
フ
ラ
層
-
特
性
記
載
と

そ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題

第
四
紀
研
究

16
-
1

19
77/
0
5

ⅠⅡ

60
大
池
昭
二
l
松
山
力
l

竹
内
貞
子

八
戸
浮
石
層
直
下
の
埋
没
化
石
林
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀

層
の
14
C
年
代
(118)

地
球
科
学

3
1-
3

19
77/
0
5

I

6
1
町
田
洋

ま
え
が
き
l
火
山
灰
と
は
l
富
士
火
山
の
生
い
た
ち
l
箱
根
火
山

の
生
い
た
ち
l
富
士
テ
フ
ラ
の
間
か
ら
発
掘
さ
れ
た
九
州
の
巨
大

噴
火
L
テ
フ
ラ
を
た
め
た
関
東
平
野
l
火
山
活
動
,
気
候
変
化
,

海
面
変
化
,
地
殻
変
動
を
結
ぶ
も
の
-
む
す
び
に
か
え
て

『
火
山
灰
は
誇
る
-
火
山
と
平
野
の

自
然
史
』

19
77/0
7
蒼
樹
書
房

Ⅲ

62
町
田
洋
(話
し
手
)
‖
清

江
昌
吾
(聞
き
手
)
2
万
年
前
日
本
が
灰
で
埋
ま
っ
た

科
学
朝
日

37-
ll
｢火
山
列
島
｣
を
解

剖
す
る

19
77/
ll

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ⅠⅡ

6
3
庄
子
貞
雄
l
小
野
剛
志
岩
手
県
北
上
市
付
近
の
火
山
灰
土
壌
の
生
成
に
つ
い
て
第
1
報
地

形
と
土
壌
生
成

第
四
紀
研
究

16-
4

19
78/
0
2

I

64
松
山
力

遺
跡
群
の
位
置
及
び
周
辺
の
地
形
,
地
質

『
一
戸
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
』
一
戸
町
文
化
財
調
査

報
告
書
第
1
集

I
19
78/
0
3
-
戸
町
教
委

I

6
5
大
池
昭
二

十
和
田
市
南
方
に
お
け
る
大
不
動
浮
石
流
凝
灰
岩
の
14
C
年
代
-

日
本
の
第
四
紀
層
の
14
C
年
代
(123)

地
球
科
学

32-
2

19
78/
0
3

I

6
6
小
野
剛
志
l
庄
子
貞
雄
岩
手
県
北
上
市
付
近
の
火
山
灰
土
壌
の
生
成
に
つ
い
て
第
2
報
母

材
と
土
壌
生
成

第
四
紀
研
究

17-
1

19
78/
0
5

I

6
7
井
上
克
私

秋
田
駒
ヶ
岳
火
山
噴
出
物
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の
14

C
年
代
(12
6)

地
球
科
学

32-
4

19
78/0
7

資
料

Ⅱ

6
8
西
田
史
朗
l
松
岡
数
充

用
テ
ロ
寧
世
t
金
原
正

明
完
新
世
奈
良
盆
地
の
自
然
史
-
そ
の
2
-
1
-
そ
の
3
-

古
文
化
財
教
育
研
究
報
告

7
18

19
78/
0
7
l

19
79/
0
3
奈
良
教
育
大
古

文
化
財
教
育
研

Ⅲ

6
9
杉
原
重
夫
l
新
井
房
夫

t
町
田
洋

房
総
半
島
北
部
の
中
.
上
部
更
新
枕
の
テ
フ
ロ
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
地
質
学
雑
誌

84
-
10

19
78/
10

Ⅲ
70
新
井
房
夫

火
山
灰
同
定
の
方
法
と
日
本
の
広
域
火
山
灰

ど
る
め
ん

19
火
山
灰
と
考
古
学
19
78/
ll

Ⅲ



Hej瑚-

72
町
田
洋
l
新
井
房
夫
南
九
州
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た
広
域
テ
フ
ラ
-
ア
カ
ホ
ヤ

火
山
灰

第
四
紀
研
究

17
-
3

19
78
/
l
l

-
Ⅲ

7
3
冨
樫
泰
時

大
湯
浮
石
層
と
鹿
角
盆
地
の
遺
跡

ど
る
め
ん

19
火
山
灰
と
考
古
学
19
78
/
l
l

I

7
4
井
上
克
私

秋
田
駒
岳
火
山
.
生
保
内
火
砕
流
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀

層
の
14
C
年
代
(12
8
)
l
西
岩
手
火
山
生
出
黒
色
火
山
灰
の
14
C

年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の
14
C
年
代
(12
9
)

地
球
科
学

3
3
-
1

19
79
/
0
1

Ⅱ
7
5
山
中
英
二

飯
豊
山
地
御
西
岳
付
近
の
雪
窪

東
北
地
理

3
1-
1

19
79
/
0
1

I
7
6
町
田
洋
一
新
井
房
夫
大
山
倉
吉
軽
石
層
-
分
布
の
広
域
性
と
第
凶
紀
編
年
上
の
意
義
地
学
雑
誌

8
8
-
5

19
79
/
10

Ⅲ

7
7
井
上
克
弘

北
上
川
上
流
域
に
発
達
す
る
段
丘
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
4
紀

層
の
14
C
年
代
(13
2
)

地
球
科
学

33
-
6

19
79
/
l
l

Ⅱ
78
井
上
克
弘
l
吉
田
稔
十
和
田
シ
ラ
ス
に
よ
る
奥
入
瀬
川
水
系
の
水
質
汚
濁

粘
土
科
学

19
-
4

19
79
/
12

I

79
町
田
洋

T
ep
h
r
a
a
n
d
it
s
im
p
l
ic
a
t
io
n
s
w
ith
r
eg
a
r
d
to
th
e

J
a
p
a
n
e
s
e
Q
u
a
t
er
n
a
r
y
P
e
r
io
d

"
G
eogT
aP
h
y
ofJ
ap
aD
''
日
本
地
理

学
会
編
(A
s
so
c
ia
t
io
n
o
fJ
a
p
a
n
e
s
eG
eo
g
r
a

p
h
e
r
s
;n
o
.4
)

19
8
0
/
-
帝
国
書
院

I
8
0
趨
大
昌

長
白
山
火
山
爆
発
対
植
被
発
展
演
替
関
系
的
初
歩
探
討

森
林
生
態
系
統
研
究

19
8
0
-
Ⅱ

19
8
0
/
-

I

8
1
井
上
克
私

秋
田
焼
山
火
山
噴
出
物
の
14
C
年
代
-
日
本
の
第
四
紀
層
の
14
C

年
代
(13
4
)

地
球
科
学

3
4
-
2

19
80
/
0
3

Ⅱ

8
2
井
上
克
弘

S
tr
a
t
ig
r
a
p
h
y
,
d
is
t
r
ib
u
t
io
n
,
m
in
er
a
lo
g
y
,
a
n
d

g
e
o
c
h
em
is
tr
y
o
f
la
t
e
Q
u
a
t
e
r
n
ar
y
t
e
p
h
r
a
s
e
r
up
t
e
d

f
r
o
m
th
e
A
k
it
a
-
K
o
m
a
g
a
ta
k
e
V
o
lc
a
n
o
,
N
o
r
th
e
a
s
t
er
n

J
a
p
a
n

5
0
1'1
sc
l'eD
Ce
an
d
p
laD
t

n
u
tr
l'tl'OD

2
6
-
1

19
80
/
0
3

Ⅱ
8
3
山
田
一
郎
1
庄
子
貞
雄
宮
城
県
に
分
布
す
る
灰
白
色
火
山
灰
に
つ
い
て

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
19
7
9

19
8
0
/
0
3

I

8
4
白
鳥
良
一

多
賀
城
跡
出
土
土
器
の
変
遷

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
研
究

紀
要

Ⅶ
19
8
0
/
0
3

I

8
5
井
上
克
弘
l
吉
田
稔
S
tr
a
t
ig
r
a
p
h
y
,
d
is
t
r
ib
u
t
io
n
,
m
in
e
r
a
lo
g
y
,
a
n
d

g
eo
c
h
em
is
tr
y
o
f
la
t
e
Q
u
a
t
e
rn
a
r
y
t
e
p
h
r
a
s
e
r
u
p
t
e
d

fr
o
m
th
e
Ⅰw
a
te
a
n
d
A
k
ita
-
Y
a
k
e
y
am
a
V
o
lc
a
n
o
s
,

N
o
r
th
ea
s
te
r
n
J
a
p
a
n

S
o
l'1
s
c
l'en
Ce
an
d
p
laD
t

D
u
tr
l't1'OD

26
-
2

19
80
/
0
6

Ⅱ
8
6
小
野
剛
志
l
庄
子
貞
雄
北
上
軽
石
の
分
布
と
そ
の
性
質

日
本
土
壌
肥
料
学
雑
誌

5
1-
4

19
8
0/
0
8

Ⅱ

8
7
町
田
洋

第
四
紀
の
火
山
活
動
と
気
候

気
象
研
究
ノ
ー
ト

14
0

19
8
0
/
0
8

気
候
変
動
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
(
1
)
諸
要

因
の
変
動

Ⅲ

8
8
松
岡
数
充
1
西
田
史
朗
奈
良
盆
地
の
最
上
部
更
新
-
完
新
統

長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
(
自
然
科
学

篇
)

2
卜
1

19
8
0
/
09

ⅠⅡ

8
9
松
山
力

青
森
県
南
東
部
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
末
葉
以
降
の
火
山
灰
層
と

黒
色
土
層

奥
南

1
19
8
0
/
09

I
9
0
町
田
洋

巨
大
噴
火
と
広
域
テ
フ
ラ

自
然
科
学
と
博
物
館

4
7-
3
火
山
活
動

19
8
0/
0
9

Ⅲ

9
1
町
田
洋
l
新
井
房
夫
J

杉
原
重
夫

南
関
東
と
近
畿
の
中
部
更
新
統
の
対
比
と
編
年
-
テ
フ
ラ
に
よ
る

一
つ
の
試
み

第
凶
紀
研
究

19
-
3

19
8
0
/
l
l

中
期
吏
新
生
.
そ

の
時
代
と
環
境
-

東
海
.
伊
勢
湾
周

辺
地
域
を
例
と
し

て
Ⅲ

9
2
鈴
木
恵
治

古
代
奥
羽
で
の
祥
瑞
災
異

岩
手
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

紀
要

1
19
8
1/
0
3

I

9
3
井
上
克
弘
い
卜
招
致
北
上
川
中
流
域
に
お
け
る
黒
沢
尻
火
山
灰
の
層
序
.
分
布
と
強
磁

性
鉱
物
の
化
学
組
成

第
四
紀
研
究

2
0
-
1

19
8
1/
0
4

Ⅱ
9
4
山
田
一
郎
l
庄
子
貞
雄
宮
城
県
に
分
布
す
る
新
期
の
灰
白
色
火
山
灰
に
つ
い
て

日
本
土
壌
肥
料
学
雑
誌

52
-
2

19
8
1/
0
4

ノ
ー
ト

I
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9
6
町
田
洋
l
新
井
房
夫
l

森
脇
広

日
本
海
を
渡
っ
て
き
た
テ
フ
ラ

科
学

5
1-
9

198
1/
09

｢八
戸
市
根
城
跡

の
火
山
灰
層
｣
(『史

跡
根
城
跡
発
掘
調

査
報
告
書
』
Ⅲ
八

戸
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
第
6

集
)
は
こ
の
要
約
I

9
7
井
上
克
弘
一
山
田
一
郎
東
北
地
方
に
お
け
る
奈
良
～
平
安
時
代
遺
跡
埋
土
中
の
粉
状
パ
ミ

ス
に
つ
い
て

『
東
北
縦
井
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
』
岩
手
県
文
化
財

調
査
報
告
書
第
72
集

17
北
上
地
区

19
82/
0
3
岩
手
県
教
委
付
編

Ⅰ

9
8
守
田
益
宗

八
甲
田
山
の
古
植
生
図
作
穀
に
関
す
る
花
粉
分
析
学
的
研
究
-
特

に
,
十
和
田
a
火
山
灰
降
下
直
前
期
に
つ
い
て

日
本
生
態
学
会
誌

32-
1

198
2/
0
3

I
9
9
井
上
克
弘

東
北
地
方
北
部
の
火
山
灰

考
古
風
土
記

7
1982/
04

I

10
0
鈴
木
恵
治

文
献
史
料
か
ら
見
た
古
代
奥
羽
で
の
天
災

考
古
風
土
記

7
198
2/
04

I

10
1
′ト
舘
衷
三

十
和
田
湖
の
伝
説
と
信
仰

歴
史
地
名
通
信
(
日
本
歴
史
地
名
大

系
)

12
198
2/
0
7

I

10
2
町
田
洋
l
新
井
房
夫
Ex
ten
s
i
V
e
a
sh
fa
l
ls
in
an
d
aro
un
d
th
e
S
ea
o
f
J
ap
an

fro
m
la
rge
la
te
Q
u
ar
ter
na
r
y
er
up
t
ion
s

J
ouT
n
a
l
of
Vo
lcan
o
log
y
an
d

C
eo
th
erm
a
l
R
es
eaI-Ch

18
198
3/
-

I

10
3
三
辻
利
一
l
松
山
力
l

山
本
成
顕
l
高
林
俊
顕
青
森
県
下
の
遺
跡
に
堆
積
す
る
火
山
灰
の
蛍
光
X
線
分
析

古
文
化
財
教
育
研
究
報
告

12
19
83/
0
3
奈
良
教
育
大
古

文
化
財
教
育
研

I

10
4
松
山
力

は
じ
め
に
l
八
戸
と
そ
の
周
辺
の
大
地
の
姿
l
地
質
の
あ
ら
ま
し

l
新
井
田
川
と
太
平
洋
岸
の
間
(古
期
石
類
を
中
心
に
)
I
新
井
田

川
と
馬
淵
川
の
間
(第
三
紀
中
新
世
の
地
層
を
中
心
に
)
l
馬
淵
川

の
西
か
ら
北
-
の
地
域
l
台
地
の
地
質
(段
丘
堆
積
物
と
火
山
灰

層
)
L
沖
積
地
の
地
質
f
八
戸
の
大
地
の
歴
史
l
お
わ
り
に

『
八
戸
の
地
質
』
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

第
24
号

19
83/
0
3

Ⅰ

10
5
松
岡
数
充
l
西
田
史
朗

l
金
原
正
明
l
竹
村
恵
紀
伊
半
島
室
生
山
地
の
完
新
統
の
花
粉
分
析

第
四
紀
研
究

22-
1

19
83/
0
4

Ⅲ

10
6
早
川
由
紀
夫

火
山
豆
石
と
し
て
降
下
堆
積
し
た
十
和
田
火
山
八
戸
火
山
灰
火
山
(第
2
集
)

28-
1

19
8
3/
04

I
10
7
早
川
由
紀
夫

十
和
田
火
山
中
級
テ
フ
ラ
層
の
分
布
,
粒
度
組
成
,
年
代

火
山
(第
2
集
)

28
-3

198
3/
10

I

10
8
古
川
博
恭
l
満
塩
博
美
西
日
本
に
お
け
る
広
域
火
山
灰
と
考
古
学
の
諸
問
題

第
四
紀
研
究

2
2-3
日
本
考
古
学
と
第
四

紀
研
究

198
3/
l
l

Ⅲ

109
町
田
洋
】
新
井
房
夫
広
域
テ
フ
ラ
と
考
古
学

第
四
紀
研
究

22-
3
日
本
考
古
学
と
第
四

紀
研
究

198
3/
l
l

Ⅲ

1
10
町
田
洋
l
新
井
房
夫
論
評
に
対
す
る
原
著
者
の
回
答

第
四
紀
研
究

22-
3
日
本
考
古
学
と
第
四

紀
研
究

198
3/
ll

Ⅲ

1
1
1
木
越
邦
彦

町
田
.
新
井
論
文
に
対
す
る
論
評
-
広
域
テ
フ
ラ
と
14
C
年
代
測

荏
第
四
紀
研
究

22-
3
日
本
考
古
学
と
第
四

紀
研
究

198
3/
ll

Ⅳ

112
高
橋
輿
右
衛
門
l
鈴
木

克
彦
巨
ト
林
克

東
北
地
方
北
部
の
遺
跡
と
火
山
灰
の
検
討

考
古
風
土
記

8
19
8
3/
12

I

113
町
田
洋
】
新
井
房
夫
-

李
柄
腐
l
森
脇
広
l
江

坂
輝
珊

韓
半
島
と
済
州
島
で
見
出
さ
れ
た
九
州
起
源
の
広
域
テ
フ
ラ
地
学
雑
誌

92
-
6

1983/
12

Ⅲ
114
町
田
洋

テ
フ
ラ
研
究
の
展
望

地
学
雑
誌

9
2-
7
最
近
の
地
学

1984/
0
1

8
5
9
Ⅲ

1
15
斎
藤
仁
子
い
女
大
池
昭
十
和
田
新
期
火
山
の
地
質
と
岩
石
-
十
和
田
火
山
(カ
ル
デ
ラ
)
栄

達
史
に
関
連
し
て

地
球
科
学

38
-
2

198
4/
0
3

I



-3:弼-

117
倉
沢
-
l
新
井
房
夫
l

町
田
洋

Sr
同
位
体
比
に
上
る
姶
良
T
n
火
山
灰
(A
T
)
の
同
定

火
山
(第
2
集
)

29-
2

19
84/
0
7

Ⅲ

1
18
町
田
洋

テ
フ
ラ
と
日
本
考
古
学
-
考
古
学
研
究
と
関
係
す
る
テ
フ
ラ
の
カ

タ
ロ
グ
(東
北
地
方
の
テ
フ
ラ
)

『
古
文
化
財
の
自
然
科
学
的
研
究
』

古
文
化
財
編
集
委
員
全
編
(代
表
者

:
渡
辺
直
経
)

19
84/
0
7
同
朋
舎

年
代

Ⅰ
119
光
谷
拓
実

年
輪
年
代
学
と
考
古
学

林
業
技
術

5
12

198
4/
ll

Ⅳ
12
0
富
樫
茂
子

神
津
島
天
上
山
火
山
噴
出
物
中
の
炭
化
木
の
14
C
年
代

火
山
(第
2
集
)

29
-
4

1984
/
12

Ⅲ

森
脇
広

研
究
成
果
報
告
書

工
研

12
2
町
田
洋
一
新
井
房
夫
l

百
瀬
貢

阿
蘇
火
山
灰
-
分
布
の
広
域
性
と
後
期
吏
新
世
示
標
層
と
し
て
の

意
義

火
山
(第
2
集
)

30
-
2

19
8
5/
0
7

Ⅲ

12
3
松
山
力
l
故
大
池
昭
二
十
和
田
火
山
噴
出
物
と
火
山
活
動

十
和
田
科
学
博
物
館

4
1986/

I
12
4
早
川
由
紀
夫

P
yr
o
c
liISt
ic
G
eo
log
y
o
f
Tow
ada
V
o
lc
a
no

東
京
大
学
地
無
研
究
所
*
報

60
-
4

1986/
0
3

I
12
5
光
谷
拓
実
l
田
中
琢
古
年
輪
学
研
究
(1)

京
都
大
学
防
災
研
究
所
年
報

29
B
-2

1986/
04

Ⅳ
12
6
町
田
洋

は
る
か
な
る
白
頭
山

科
学

56
-
ll

1986/
l
l

話
居

I

12
7
佐
瀬
隆

十
和
田
火
山
起
源
の
完
新
世
テ
フ
ラ
を
母
材
に
す
る
火
山
灰
土
壌

の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
分
析

ペ
ド
ロ
ジ
ス
卜

30
-
2

1986/
12

I

12
8
町
田
洋
l
森
脇
広
l
新
H
is
to
r
ica
l
er
up
t
io
n
s
o
f
th
e
C
h
an
gb
a
i
e
o
lc
とInO

"
m
E,tE,mP
el
a
tefor
e,s
te.(.o
sy
s

198
7/
-
Ⅰn
st
itu
teo

f
terr
e
str
i

a
leco
lo
gy

I
井
房
夫

r
e
su
lt
ing
in
lar
ge
-
sc
a
le
for
e
s
t
d
e
va
s
ta
t
ion

ten
"
ⅠT
E
symp
o
s
ium
:no
.20

12
9
趨
大
呂

P
r
e
l
im
inar
y
stud
ie
s
o
n
vo
lc
iln
ie
er
up
t
io
n
s
とIn
d

h
is
tor
icとll
vag
e
tとlt
io
n
succ
es
s
ion
in
th
e
e
a
ster
n

m
o
un
tとlin
ilr
eとl
O
f
n
or
th-
eとlS
t
C
h
in
乙l

"
m
E,te,ap
e,l
a
te,for
e,s
te,(.osy
s

te,m
"
ITE
symp
o
s
ium
:no
.20

198
7/
-
Ⅰn
st
itu
teo

f
terr
e
str
i

a
leco
lo
gy

Ⅰ

130
光
谷
拓
実

わ
が
国
に
お
け
る
年
輪
年
代
学
の
確
立
と
そ
の
応
用
(1)
-
現
生

木
の
ヒ
ノ
キ
に
上
る
年
輪
変
動
パ
タ
ー
ン
の
特
性
検
討
l
(2
)
一
産

地
を
異
に
す
る
ヒ
ノ
キ
相
互
間
お
よ
び
ヒ
ノ
キ
と
異
樹
種
間
と
の

年
輪
変
動
パ
タ
ー
ン
の
相
関
分
析

木
材
学
会
誌

33-
3

198
7/
0
3

ⅠⅤ

13
1
町
田
洋

広
域
火
山
灰
に
つ
い
て

第
四
紀
研
究

25-4
総
説
:
中
部
日
本
に

お
け
る
後
期
更
新
世

の
諸
問
題
-
と
く
に

寒
冷
気
候
に
つ
い
て
19
8
7/0
3

コ
メ
ン
ト

Ⅲ

13
2
鳥
居
厚
志
J
河
童
公
康

l
吉
永
秀
一
郎

八
甲
田
山
の
火
山
灰
土
壌
に
見
ら
れ
る
A
層
の
発
達
様
式
に
つ
い

て
ペ
ド
ロ
ジ
ス
卜

3
卜
1

19
8
7/
06

I

13
3
町
田
洋
l
新
井
房
夫
i

宮
内
崇
裕
一
奥
村
晃
史
北
日
本
を
広
く
お
お
う
洞
爺
火
山
灰

第
凶
紀
研
究

26
-
2

19
87/
0
7

Ⅲ

134
町
田
洋

火
山
の
爆
発
的
活
動
史
と
将
来
予
測

『
百
年
.
千
年
.
万
年
後
の
日
本
の

自
然
と
人
類
-
第
四
紀
研
究
に
も
と

づ
く
将
来
予
測
』
日
本
第
四
紀
学
会

編
198
7/
08
古
今
書
院

Ⅲ

13
5
町
田
洋
l
新
井
房
夫
日
本
列
島
周
辺
の
深
海
底
に
分
布
す
る
テ
フ
ラ

第
四
紀
研
究

26
-
3
日
本
第
四
紀
学
会
30

周
年
記
念
特
集
号
1988/
0
1

日
本
第
紀
研
究
の

諸
問
題
-
第
4
紀

地
図
の
作
成
過
程

か
ら
(シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
)

Ⅰ

136
吉
永
秀
一
郎
上
島
居
厚

志
l
河
童
公
康

粘
土
鉱
物
か
ら
み
た
八
甲
田
山
周
辺
に
分
布
す
る
火
山
灰
土
壌
の

母
材
の
起
源

ペ
ド
ロ
ジ
ス
卜

32
-
1

19
88/
06

I

13
7
光
谷
拓
実

年
輪
年
代
測
定
法

建
築
雑
誌

12
74

19
88/
0
7

技
術
ノ
ー
ト
-
保

存
技
術
(1)

Ⅳ
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139
町
田
洋
l
冶
大
昌
l
森

脇
広
l
新
井
房
夫
中
国
長
白
山
の
大
噴
火
と
そ
の
森
林
生
態
系
に
与
え
た
影
響
地
学
雑
誌

9
7-
6

19
88/
12

昭
和
62
年
度
助
成

研
究
要
旨

I
14
0
天
野
洋
司

火
山
灰
土
の
生
成
と
年
代

ペ
ド
ロ
ジ
ス
ト

32-
2
土
壌
生
成
と
時
間
198
8/
12

ⅠⅤ

14
1
山
県
系
耕
太
郎
l
町
田
洋

l
新
井
房
夫

銭
亀
一
女
那
川
テ
フ
ラ
:
津
軽
海
峡
函
館
沖
か
ら
噴
出
し
た
後
期

頁
新
世
の
テ
フ
ラ

地
理
学
評
論
.
S
e√
.A

62-
3

1989/
0
3

Ⅱ

14
2
丸
山
俊
明
l
松
山
力
新
第
三
系
.
第
四
系
(三
戸
-
八
戸
地
域
)

『
日
本
の
地
質
』
生
出
慶
司
J
中
川

久
夫
l
蟹
沢
聴
史
(
代
表
編
集
委

負
)

2
東
北
地
方

19
89/
0
8
共
立
出
版

Ⅰ

14
3
阿
子
島
功
一
渋
谷
孝
雄

事
名
和
達
朗

天
変
地
異
考
古
学
-
平
安
時
代
?
の
遊
佐
噴
砂

地
理

34-
9

19
89/
09

考
古
学
と
私
の
地

形
学
5

I

14
4
鎌
田
健
一

有
史
時
代
に
降
っ
た
十
和
田
火
山
起
源
の
火
山
灰
に
つ
い
て
(1)

(2)
秋
田
地
学

39
140

19
89/
ll
l

199
1/
0
3

I

14
5
町
田
洋
l
森
脇
広
一
槍
T
h
e
r
e
c
e
n
t
m
Ltj
o
r
e
r
u
p
t
i
o
n
o
f
C
h
tLn
g
b
ili
v
o
lc
u
n
o
とIn
d
G
e,oJ;,).aP
JIl'Ca
l
R
ep
oT
tS
O
f

2
5

19
90/
-

I
大
呂

i
t
s
e
n
v
ir
o
n
m
e
n
tと)1
e
f
f
e
c
t
s

Toh
y
o
M
e,t).op
ol
l'tan
Un
l'V.

14
6
早
川
由
紀
夫

堆
積
物
か
ら
知
る
過
去
の
火
山
噴
火

火
山
(第
2
集
)

34
火
山
学
の
基
礎
研
究
199
0/
0
3

マ
グ
マ
溜
り
と
噴

火
Ⅲ

14
7
町
田
洋

テ
フ
ラ
の
カ
タ
ロ
グ
づ
く
り

火
山
(第
2
集
)

34
火
山
学
の
基
礎
研
究
199
0/
0
3

投
稿
コ
メ
ン
ト
Ⅲ

14
8
佐
瀬
隆
l
近
藤
錬
三
岩
手
山
麓
に
お
け
る
最
近
13
,0
00
年
間
の
火
山
灰
土
壌
の
植
生
環

境
一
分
火
山
灰
層
の
植
物
珪
酸
体
分
析

ペ
ド
ロ
ジ
ス
ト

3
4-
1

19
90/
06

Ⅱ

14
9
山
田
一
郎
】
井
上
克
弘
東
北
地
方
を
律
:)
古
代
の
珪
長
質
テ
フ
ラ
"
十
和
田
-
大
湯
浮

石
''
の
同
定

第
四
紀
研
究

29
-
2

199
0/
0
7

Ⅰ

15
0
田
中
琢
l
光
谷
拓
実
暦
年
標
準
パ
タ
ー
ン
を
応
用
し
た
研
究

『
年
輪
に
歴
史
を
読
む
-
日
本
に
お

け
る
古
年
輪
学
の
成
立
-
』
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
48
冊

199
0/
08
案
文
研

I

15
1
阿
子
島
功
1
檀
原
徹
東
北
地
方
,
10
C
頃
の
降
下
火
山
灰
に
つ
い
て
(予
報
)

東
北
地
理

4
2-
3

199
0/
09

199
0
年
春
期
学
術

大
会
記
事
(一
般

研
究
発
表
要
旨
)
Ⅰ

15
2
町
田
洋

広
域
テ
フ
ラ

土
と
基
礎

39
-6

199
1/
06

技
術
手
帳

Ⅲ

15
3
早
川
由
紀
夫

火
山
で
発
生
す
る
流
れ
と
そ
の
堆
積
物
-
火
砕
涜
.
サ
ー
ジ
.
ラ

ハ
-
ル
.
岩
な
だ
れ

火
山
(第
2
集
)
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研
究
2
0
0
1/
0
9

Ⅱ

2
6
3
光
谷
拓
実

年
輪
年
代
法

季
刊
考
古
学

77
年
代
と
産
地
の
考
古

学
一
年
代
測
定
法
2
0
0
1/
l
l

Ⅳ

2
6
4
奥
野
充

テ
フ
ロ
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
と
14
C
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー

第
四
紀
研
究

4
0
-
6
2
1世
紀
の
年
代
観
-

炭
素
年
か
ら
暦
年
-
2
0
0
1/
12

Ⅳ

2
6
5
佐
原
鼻

考
古
学
の
年
代

第
四
紀
研
究

40
-
6
2
1世
紀
の
年
代
観
-

炭
素
年
か
ら
暦
年
-
2
0
0
1/
12

Ⅳ

2
6
6
中
村
俊
夫

放
射
性
炭
素
年
代
と
そ
の
高
精
度
化

第
四
紀
研
究

4
0
-
6
2
1世
紀
の
年
代
観
-

炭
素
年
か
ら
暦
年
-
2
0
0
1/
12

Ⅳ

26
7
伴
雅
雄
l
林
信
太
郎
l

高
岡
宣
雄

東
北
日
本
弧
,
鳥
海
火
山
の
K-Ar
年
代
-
連
続
的
に
活
動
し
た
3

個
の
成
層
火
山

火
山
(第
2
集
)

4
6
-
6

2
0
0
2
/
0
1

I

2
6
8
奥
野
充

白
頭
山
-
苫
小
牧
(B-Tm)
テ
フ
ラ
の
年
代
学
的
研
究
-
正
確
な
年

代
決
定
の
た
め
に

名
古
屋
大
学
加
速
器
質
量
分
析
計
業

績
報
告
書

13
2
0
0
2
/
0
3

1

2
6
9
河
野
幸
夫
l
高
田
晋
】

今
村
文
彦
他

宮
城
県
沖
地
震
モ
デ
ル
に
よ
る
貞
観
津
波
の
解
析

東
北
地
域
災
害
科
学
研
究

38
2
0
0
2
/
0
3

V

2
7
0
渡
辺
偉
夫

伝
承
か
ら
地
廉
.
津
波
の
実
態
を
ど
こ
ま
で
解
明
で
き
る
か
-
負

観
十
一
年
(6
8
9
年
)
の
地
無
.
津
波
を
例
と
し
て

歴
史
地
震

17
2
00
2
/
0
3

Ⅴ

2
7
1
林
信
太
郎

鳥
海
山
貞
観
十
三
年
(8
7
1年
)
噴
火
で
溶
岩
流
は
噴
出
し
た
か
?

-
『
日
本
三
代
実
録
』
に
あ
ら
わ
れ
た
｢二
匹
の
大
蛇
｣
の
記
録

に
関
す
る
検
討

歴
史
地
震

17
2
0
0
2
/
0
3

I

※
分
類
(な
お
県
内
の
発
掘
報
告
書
で
火
山
灰
の
出
土
に
触
れ
た
も
の
な
ど
は
除
い
て
い
る
)

Ⅰ
十
和
田
a
･
白
頭
山
火
山
灰
を
直
接
論
じ
た
も
の

Ⅱ
東
北
地
方
の
火
山
灰
一
般
に
関
す
る
も
の

Ⅲ
十
和
田
a
･
白
頭
山
火
山
灰
を
理
解
す
る
た
め
に
参
照
し
た
も
の
､
火
山
灰
概
説
書

Ⅳ
年
代
測
定
関
連
(参
考
に
し
た
も
の
の
み
)

V
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
1
1年
記
事
関
連




